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豚パルボウイルスは妊娠豚の異常産の原因ウイルス

の一つであり、豚丹毒は、急性型敗血症や慢性型の心

内膜炎・関節炎・発育障害、並びに妊娠豚感染におけ

る異常産を引き起こすことが知られている。また、人

獣共通感染症の一つであるレプトスピラ病は、繁殖豚

における異常産を引き起こす。これらの養豚産業に経

済的損失を与える疾病対策及び衛生管理における省力

化に対応することを目的とした混合ワクチンが承認さ

れたので、その概略を以下に紹介する。

１．成分及び分量

豚精巣株化細胞培養不活化豚パルボウイルス

NADL-7株（12,800 HA以上／頭分）及び豚丹毒菌CN

3342株培養上清不活化濃縮液（27相対抗原単位以

上／頭分）にそれぞれアルミニウムゲルアジュバン

トを添加したもの、並びにレプトスピラ・インテロ

ガンスの血清型イクテロヘモラジーNADL11403株

（1,200比濁単位以上／頭分）、血清型カニコーラC-51

株（1,200比濁単位以上／頭分）、血清型グリッポチ

フォーサMAL 1540株（1,200比濁単位以上／頭分）、

血清型ハージョWHO株（2,400比濁単位以上／頭分）、

血清型ブラティスラーバJEZ株（1,200比濁単位以

上／頭分）及び血清型ポモナT262株（1,200比濁単位

以上／頭分）の不活化培養菌液をそれぞれ混合し、

油性アジュバントを添加したワクチンである。

２．用法及び用量

健康な繁殖豚に１回５mLずつを３週間の間隔で２

回、筋肉内に注射する。２回目の注射は種付け３週

前に行う。次回以降の繁殖時に行う補強注射は５mL

を種付け３週前までに１回、筋肉内に注射する。

３．効能又は効果

豚パルボウイルス感染症及び豚丹毒の予防並びに

レプトスピラ病（ブラティスラーバ、カニコーラ、

グリッポチフォーサ、ハージョ、イクテロヘモラジ

ー、ポモナ）による異常産の予防。

４．特筆すべき使用上の注意

（１）本剤注射後10週間以内は、と畜場に出荷しない

こと。

（２）２回注射による免疫を行う場合には、同一部位

に注射しないこと。

（３）本剤注射後、一過性の元気消失、食欲不振及び

体温上昇や、注射局所の軽度の腫脹が認められ

ることがある。

（４）本剤と他のワクチンとの同時注射は避けること。

本剤注射後３週間以内は他のワクチンを注射し

ないことが望ましい。

（細菌製剤検査室長　鈴木 子）

豚パルボウイルス感染症・豚丹毒・豚レプトスピラ病（イクテロヘモラジー・

カニコーラ・グリッポチフォーサ・ハージョ・ブラティスラーバ・ポモナ）

混合（アジュバント・油性アジュバント加）不活化ワクチン

（平成19年５月22日承認）

（2,000～3,000モルモット単位／頭分）並びにマイコ

プラズマ・ハイオニューモニエM-21株不活化全菌体

（109.3CCU以上／頭分）を混合し、アルミニウムゲル

アジュバントを添加したワクチンである。

２．用法及び用量

３週齢以降の豚の頚部筋肉内に１回２mLを４週間

隔で２回注射する。

３．効能又は効果

豚インフルエンザ、毒素産生パスツレラ・ムルト

シダ感染による萎縮性鼻炎の予防、及び豚のマイコ

プラズマ肺炎による肺病変形成の抑制、及び増体量

抑制の軽減

４．特筆すべき使用上の注意

（１）本剤はと畜場出荷前４週間は使用しないこと。

（２）注射後一過性の発熱、食欲不振、あるいは注射

局所に腫脹を認めることがあるが、通常３日以

内に消失する。

（３）本剤は粘稠性が高いため、予め常温程度（約

20℃）に戻してから使用すること。

（細菌製剤検査室長　鈴木 子）


